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丘の上に佇む浅海八幡宮 

散歩道（19）東武線① 

 東武桐生線は、太田市の太田駅からみどり市の赤城

駅までを結ぶ東武鉄道の鐡道路線で、明治44年3月

に薮塚石材軌道株式会社が認可申請を提出したこと

から始まっています。 

 この軌道株式会社は太田―薮塚間に敷設されてい

ましたが、後に太田軽便軌道株式会社と名称を改め、

更に東武鉄道に合併されま

した。太田軽便軌道では未

成線だった薮塚―相老間を

新たに敷設して、1913年（大

正2年）2月の開通時に東武

桐生線になりました。 

 最初は相老駅が終点で、

ここで足尾線（現わたらせ渓

谷鐡道）と連絡しました。そ

の後、東武桐生線は延長さ

れ、現在の赤城駅（当時は

新大間々駅）まで整備されたのは、昭和7年3月でし

た。 

 阿左美駅は、東武桐生線の開通当初は設置されて

なかったのですが、付近の阿左美沼の遊園地化を手

がけ始めていた薮塚本町の今井伊太郎氏が、当時の

東武鉄道社長に阿左美駅設置について熱心に働き

かけました。その結果、新駅

設置が認められ、昭和12年5

月に設置開業となりました。 

 この頃は不況の時期で東

武鉄道も収入が落ち込んで

いたことから、駅敷地の当時

の所有者、藤生正雄・藤生

光三郎両氏が東武へ無償

提供しました。 

写真は1984年、生品神社付

近の東武鉄道。 

どうなる？阿左美アンダー 
 三区の多くの小学生が通学路として利用

している阿左美アンダーの工事は、5月の完

成を目指して急ピッチで進んでいます。 

 工事は、県道北側から進められ、通路が

ボックス状になったところで、県道の通行車

線を北側に変更。その後に県道として使っ

ていた部分を掘削し、新たにボックス状にす

るというもの。1月末の取材段階では舗装に

向けた準備が行われていました(写真右)。 

 桐生土木事務所によると、「完成時期は少

し伸びるかもしれない」としています。懸念さ

れるのが、阿左美アンダーが一方通行にな

るかどうかというもの。 

 桐生警察署では阿左美アンダー北側の車両待機スペースが少ないことを理

由に、一方通行とする方針を地元区長らに伝えていました。しかし、区長などか

ら反対の声が上がったことから、交互通行

する方向で現在公安委員会に上申中と

なっています。 

 写真左は県道にかかる歩道橋の基礎部

分で、工事期間は3月18日(金)までです。 

 歩道橋は県道をまたぐ部分が先行工事

となっていて、その後に東武線の架線をま

たぐもの。通学路として使えるようになるに

は、さらに時間がかかりそうです。 

元旦の風景 

▲ニューイヤー駅伝、三菱重

工を追う、準優勝のSUBARU

(写真左）と優勝したHonda 

▼阿左美沼の初日の出 
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 茶臼山・八王子山系ぶらり紀行(4） 石切場   

 昨年９月に、荒神山から茶臼山に行く途中に、かね

てより多くの方がご存知の勝負沼手前の石切場とは

別の、同規模の石切場跡があるとの情報を入手しま

した。 

場所は黒石峠先の杉林から藪塚

側に下ってゆく途中ですが、道が

ないとのことでした。 

 そこで、１２月になって木々の葉

が落ちたのを見計らって、ベテラ

ンハイカーの方に道案内をお願い

し探検してきました。 

 黒石峠先の杉林から下り始め藪

の中を歩くこと１５分、目の前に石切場跡の入口が現

れました。すでにここで感動です。はやる気持ちを抑

えながら足元に注意しつつ奥へ進むと、そこには立

派な石切場跡がありました。 

 勝負沼手前のよりも高さは低いですが、幅はこちら

の方が大きく迫力があります。また、何年も放置され

た場所のようで、人を寄せ付けない

ような妙な静寂が緊張感を高めてく

れます。案内の方と別れ、１時間ほ

ど探索して下山しようとしましたが、 

道に迷ってしまいました。不安を抱

えながら尾根を登り、また下ってよう

やく藪塚の民家のある所に出られ

た時は本当にほっとしました。 

 是非一度足を運んではいかがで

すかと言いたいところですが、何せ道がないので案

内がないと推奨致しかねます。ご興味がある方は記

者に連絡頂ければご案内させて頂きます。 

行政区の動き  
区長 藤生定雄 

 今年度も昨年度同様に新型コロ

ナウイルス感染症の影響を受けた

年になってしまいました。 

 行政区の多くの行事が中止とな

り、区民の皆様には大変なご心配と

ご迷惑をおかけしたことが残念で

す。 

 隣組長会議、三区納涼祭、笠懸

祭り、敬老祝賀会、荒神山清掃等

の大きな行事が中止となりました。

また、育成会をはじめとした各種団

体の恒例行事も多くが中止となりま

した。 

 このような状況下でできることは、

コロナ禍が過ぎ去った後に向けて

の準備と考え、公民館の整備、各

種備品の更新を行いました。また、

危機管理課に三区の防災備品点

検結果をもとにした追加提案を依頼

中で、回答を得た後に迅速に備品

を購入し設置する予定です。 

 このようなハード面の準備は進め

られますが、人材面の継続性につ

いては難しい課題と認識していま

す。 

 この難題を少しでも前進させるた

めには、区民の皆様のご協力や、

仲間や先輩方の経験や知恵が必

要です。今後の行政区各種活動へ

のご協力を切にお願い致します。 

笠懸東小学校４年生による阿左美沼清掃 
 11月２６日（金）、笠懸東小学校４年

生による阿左美沼清掃が実施されま

した(写真)。 

 この体験授業は平成１３年から総合

学習の一環として21年間継続されて

いる体験授業です。主催者の阿左美

沼土地改良区や東小学校教頭先生

の挨拶、注意事項などの後3班に分

かれて清掃作業に入りました。 

 児童たちは土地改良区の役員さんに見守られながら、水が引いた沼の底

に入って冒険心と探検心をくすぐる貴重な体験をしました。この体験が将来

SDGs（持続可能な開発目標）世界の環境問題に関心を持つきっかけとなっ

てくれればと思っています。 

 この体験授業継続の成果としてごみの量は毎年減少しており、沼周辺の

環境美化に大いに貢献しています。 

大掃除後に防災避難訓練 
 12月5日（日）、公民館大掃除終了後

に防災避難訓練（火災消火訓練）が行

われました(写真)。 

 みどり市消防本部と地元第一分団の

指導のもと、消火器（水消火器）を使っ

ての消火訓練が行われました。実際に

火災を発見した時は、消火器を持って

「火事だ！火事だ！」と大きな声で叫

んで周囲の人に助けを求めながら、火元へ行くことが大事とのことです。ま

た、一般の消火器の放射時間は約15秒と以外と短く、放射距離は約5メー

トルとのことです。  

 一般消火器の操作方法ですが以下の様になっております。皆さんも今一

度、いざという時の為に覚えておきましょう。１.安全ピン（黄色のピン）を引き

抜く。 ２.ホース先端をしっかりと持ち火元へ向ける。 ３.レバーをにぎり放

射します。（注意）消火器により使用方法が異なります。 
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稲刈り作業を行う子どもたち 

エントランス 

 さんくすがインターネットでも見られます 

 https://sannkusu-kasakake.com 

 右のQRコードリーダーを読み込んでください 

新農業委員に赤石忠秋氏 
 現職の農業委員藤生定雄氏（65

歳）が3期目を務め任期が満了となる

ことから、令和3年11月29日(月)に三

区公民館ホールで産業区長を中心

に地区農業団体（農事組合52名）の

出席で臨時総会が開かれ、新たに赤

石忠秋氏（62歳）が推薦され満場一

致で決議了承されました。  

 農業委員会は、各自治体に置かれる農地事務を担う

行政委員会です。地方自治法、農業委員会等に関す

る法律に規定されるもので、農地法に基づく農地の売

買、貸借の許可、農地転用案件への意見具申などを

行っています。 

 平成28年に農業委員会法改正を受けて委員選出方

法が公選制（選挙）から市長の任命制に移行しました。

みどり市では農林課の一般公募と各地区農業団体から

推薦者を募集し選任者としています。 

 選出調整後、市議会の同意を得て市長が農業委員

13名を任命します。その後、農業委員会で農地利用最

適化推進委員を13名委嘱し、26名の役員でそれぞれ

農地事務に携わります。  

子ども育成会の活動について 

 日頃より、育成会の活動にご理解ご協力いただき、誠

にありがとうございます。 

 今年度も新型コロナウイルスの影響により、感染拡大

防止と皆様の健康を最優先と考えて、育成会および子

ども会の活動を自粛しました。 

 そのため、区民の皆様からご協力いただきました育成

会協力金につきましては、子ども達に何かできることは

ないかと考え、０歳から中学３年生を対象に令和３年１２

月２４日(金)と２５日(土)に三区公民館でクリスマスプレゼ

ントの配布を実施いたしました。 

 １２月上旬に回覧板と学校を通じて案内したところ１６９

名に配布することができました。令和４年度は新役員体

制となりますが、新型コロナウイルスが収束傾向となり、

いつでも活動が再開できるよう、役員一同も準備を進め

ていきます。 

 これまでの育成会活動は、多くの子ども達が行事に参

加して役員がサポートすることで、地域の活性化に繋

がっています。そのためには、引き続き区民皆様のご理

解ご協力をお願いいたします。 

令和３年度 三区子ども育成会会長 小久保 美代 

笠懸南中野球部が群馬県大会で初優勝 

 令和３年１１月20日（土）～１２月5日（日）に第１３回全

日本少年春季軟式野球大会 群馬県予選会が開催さ

れ３２チームが出場し熱戦を繰り広げました。 

 今大会は新型コロナ感染症防止のため秋季大会が

中止され、この時期の開催となりました。このような状況

下にもかかわらず、攻守にバランスの取れた笠懸南中

学校は、初戦から安定した戦いぶりで５試合を勝ち抜き

悲願の初優勝を勝ちとりました。 

 県大会優勝は同校創設以来の快挙であり、同時に今

年３月の全国大会出場を決めました。試合後稲葉太一

主将は「一人ひとりの個性が試合に出て、みんなで助

け合いながら優勝できました」と誇らしげに胸を張って

いました。 

 またプレイボールぐんま誌の最優秀選手賞には投打

で大活躍した地元三区の藤生新汰君（２年）が選ばれ

ました。 

 試合後、ストレートに絶対の自信を持っている藤生君

は「いつも三振を狙っている。自分の役目は先発の後

を無失点に抑えること」と話していました。 

 同校を初めて優勝に導いた大橋和比古監督は「大会

を通じて藤生が投打を導いてくれました。彼がいるから

その周りが楽に打てる、また抑えの切り札として安心し

ていられる」と讃えていました。（プレイボールぐんま誌よ

り）。 

 全国大会は３月２１日(月）～２５日（金）静岡県で開催

される予定です。初戦は3/22（火）、静岡県静岡市西ヶ

谷総合運動場野球場を会場に、青森県代表の八戸市

立長者中学校と対戦します。笠懸南中学校野球部の

活躍を期待し、次号でまたその朗報を掲載できることを

楽しみにしています。   

試合結果／１回戦：笠懸南中6－1榛東・渋川北橘

中／２回戦：笠懸南中4－2伊勢崎宮郷中／準々決

勝戦／笠懸南中12－0太田宝泉中（５回コール

ド）／準決勝：笠懸南中1－0甘楽中（延長８回タ

イブレーク）決勝／笠懸南中8－1吉岡中（６回

コールド）写真提供：プレイボールぐんま 

配布されたクリスマスプレゼント 
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ちょっとピンぼけ  

 自宅にいる時間が長くなった現在、コーヒーを飲む

機会が多くなった。コーヒーは豆から電動グライン

ダーで挽いてハンドドリップで飲んでいます。 

 最近家の片付けをしていた時、私が高校生の時に

買った電動ミルが出てきました。 感動！！ 今では当

たり前にある電動ミルですが当時（４２年前の１９７９年

製）は発売されたばかりでアルバイトで汗水流して

コーヒーメーカーとセットで買った物でした。  

 早速、半信半疑で電源を入れてみました。「何‼動く

じゃねエ・挽けるじゃねエ」さすがに今使っている電動

グラインダーに比べると均一に挽くことはできず、味に

多少雑味はありますが、いい味だしてます。 せっかく

見付けた宝物なのでこ、れからも当時のことを思い出

しながら大事に使い続けていこうと思います。（利） 

事業所紹介（5）  

かねこ耳鼻咽喉科クリニック  

 2019年3月にアクロスプラザの一

角で開業したのが、耳や鼻の症状、

アレルギー性鼻炎、喉の症状等の

診療を行うかねこ耳鼻咽喉科クリ

ニック です。 

 同クリニックは予約制を採用して

普通電話はもとより、スマートフォ

ン、パソコンのインターネットによる

順番予約制を推奨しています。コロ

ナ禍の時代において適切な予約環

境となっています。 

 クリニックは金子功医院長、金子

裕副医院長の二人がそれぞれの部

屋で診療内容にあわせて受け持

ち、円滑でスピーディーな診療をし

ています。 

 現代的で清潔な施設と診療整備

が整ったクリニックです。 

コロナ過での歳末夜警 
 令和３年度みど

り市歳末夜警パト

ロールが、みどり

市消防団によって

12月28日(火)から

30日(木)まで19時

か ら 午 前 ０ 時 の

間、管轄地域を警

戒パトロールを行

なわれました。 

 昨年は新型コロ

ナウイルス感染症の蔓延で夜警パトロールも同市消防本部のみで行っ

ていましたが、今年は全分団（15か所）で行うことが決まりました。これに

ともない市からの激励会も各分団を慰問することとなりました。激励慰問

行事は第1分団から第15分団までの92キロを走行となりました。 

 私たちの地域を守る第１分団は初日28日は第１番目となり、市長、市

会議員議長、県会議員。桐生みどり消防署長、みどり市消防本部、三

区区長並び一区、二区の区長も激励に訪れました。 

 みどり市は東地区、大間々地区、笠懸地区からなり、縦に長く山間部

から平地までといった特色があり消防活動も難しい面があります。特に

人口増加が見込まれる笠懸第１分団地域は各家庭での火のもと点検が

一番大切です。消防団員の有志に感謝し、夜警パトロール、火防パト

ロールを無駄にしてはいけないと改めて感じました。 

阿左美沼で野鳥観察 

 11月22日(日) 、日本野鳥の会群馬主催の野鳥観察会が

阿左美沼で行われました(写真)。 

 阿左美沼では平成17年頃から実施されています。初心者

向けの定点観測がメインですが、今年は新型コロナ感染症

の影響で参加者は少なかったようです。観察結果は 日本

野鳥の会群馬のホームページに公開されています。阿左美

沼はオカヨシガモ、コガモなどのカモ類とアオサギ、ダイサ

ギ、コサギのサギ類またトビ、モズ、シジュウガラなど30種類

以上観察されています。 

 身近な沼が野鳥の宝庫であることに驚きました。周囲の散

歩を兼ねて観察に興じて見てはいかがでしょうか。 

募集：笠懸町第三区広報誌「さんくす」では広報委員を募集していま

す。経験や年齢、男女を問いません。sannkusu.kasakake@gmail.com 


